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今
、
富
山
は
政
務
活
動
費
の
使
途
で

大
き
く
揺
れ
て
い
ま
す
。
議
員
と
し
て

怒
り
と
悲
し
み
で
連
日
の
報
道
を
見
て

い
ま
す
。
私
も
色
ん
な
方
と
お
金
い
す

る
度
に
大
丈
夫
か
と
言
わ
れ
ま
す
。
「
大

丈
夫
で
す
。
」
と
答
え
て
い
ま
す
が
、
「
大

丈
夫
だ
と
言
っ
て
た
人
が
辞
任
し
て
い

る
」
と
言
わ
れ
る
の
で
、
〇
三
」
で
現
状

を
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

黒
部
市
の
政
務
活
動
費
は
月
M
万
円

で
年
間
う
6
万
円
で
す
。
そ
の
う
ち
会
派

で
使
う
の
は
月
2
万
円
の
2
 
4
万
円
。
個

人
で
使
え
る
の
は
月
1
万
円
の
1
 
2
万
円

で
す
。
会
派
分
は
、
会
派
で
視
察
へ
行
っ

た
り
、
市
役
所
に
あ
る
会
派
室
の
事
務

費
用
に
充
て
ら
れ
て
お
り
、
会
計
責
任

者
が
し
っ
か
り
管
理
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

今
、
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
個
人
分
。

個
人
の
1
 
2
万
円
は
、
議
員
そ
れ
ぞ
れ
が

使
い
方
を
決
め
て
運
用
し
て
い
ま
す
。

そ
の
政
務
活
動
費
の
個
人
分
は
年
2
回

に
分
け
ら
れ
て
後
払
い
で
頂
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
今
年
度
上
半
期
分
は
、
9

月
ま
で
の
活
動
で
す
の
で
、
1
 
0
月
に
手

元
に
来
ま
す
。
そ
の
為
に
は
、
領
収
書

と
活
動
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
案
内
文

や
報
告
書
の
提
出
な
ど
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

ち
な
み
に
私
の
H
2
 
7
年
度
は
、

滋
賀
県
大
津
市
に
あ
る
全
国
市
町
村
国

際
文
化
研
修
所
(
」
-
A
M
)
で
の
議

員
研
修
会
出
席
で
」
R
代
と
参
加
費
M

回
、
東
京
の
ふ
る
さ
と
回
帰
セ
ン
タ
ー

で
の
他
自
治
体
の
∪
-
」
タ
ー
ン
セ
ミ

ナ
ー
視
察
と
東
京
黒
部
会
総
会
出
席
で

」
R
で
東
京
往
復
代
と
い
う
こ
と
で
、

大
津
市
往
復
叩
回
と
東
京
往
復
2
回
(
参

加
費
含
む
)
。
そ
し
て
黒
部
市
議
会
必
需

と
な
っ
て
い
る
-
P
a
d
の
使
用
料
で
合

計
1
 
2
万
円
を
請
求
し
て
い
ま
す
。
実
は

他
に
も
動
い
て
い
る
の
で
す
が
、
上
限

1
 
2
万
円
な
の
で
、
そ
の
他
は
自
費
と
な
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と生活ができ

之。性脚厚いと思えるまちづく。

T〇百井部控億と剛珊フ“ “‾

弓.安か宴会場まちづく。
4〇割両室班の軽慌

ら.人口稀少時代のまちづく。

6.災排帥まちづく。

7.勧善場所のあるまちづく。_.書継手をるまちづ

り
ま
す
。

そ
し
て
H
2
8
年
度
上
半
期
は
、
滋

賀
県
大
津
市
に
あ
る
全
国
市
町
村
国

際
文
化
研
修
所
で
の
議
員
研
修
会
出

席
で
」
R
代
と
参
加
費
2
回
、
東
京

黒
部
会
総
会
出
席
、
福
祉
人
材

フ
ォ
ー
ラ
ム
出
席
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

フ
ァ
ー
ム
国
際
シ
ン
ポ
出
席
で
東

京
う
回
。
永
平
寺
中
学
校
視
察
、

新
潟
ジ
オ
パ
ー
ク
国
際
フ
ォ
ー
ラ

ム
出
席
、
大
阪
の
障
害
者
就
労
移

行
施
設
視
察
、
地
方
自
治
学
習

8.活き活き

会
黒
部
の
出
席
、
三
重
県
桑
名

市
視
察
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
追
加

更
新
費
な
ど
。

以
上
、
精
力
的
に
動
い
て
い

る
の
で
、
そ
の
内
の
6
万
円

分
の
み
申
請
予
定
で
以
外
の

も
の
は
自
費
と
な
り
ま
す
。

1
 
0
月
以
降
も
全
国
市
町
村
国
際
文
化

研
修
所
で
の
議
員
研
修
会
出
席
を
予
定

し
て
い
ま
す
の
で
、
下
半
期
6
万
円
も

超
過
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
各
種
団

体
会
費
や
新
聞
雑
誌
な
ど
は
全
て
自
費
。

名
刺
と
年
2
回
発
行
の
会
報
誌
は
後
援

会
と
し
て
出
し
て
い
る
の
で
自
費
。
問

題
と
な
っ
て
い
る
茶
菓
子
代
金
の
発
想

な
ん
て
ど
こ
を
ど
う
考
え
て
も
無
理
で

す
。政

務
活
動
費
対
象
の
有
無
に
関
係
な

く
、
セ
ミ
ナ
ー
や
視
察
の
報
告
書
は
そ

の
都
度
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。
も
し
領
収
書
が
ご
覧
に
な
り

た
け
れ
ば
、
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
い
。

既
に
提
出
し
た
昨
年
度
ま
で
の
も
の
は
、

コ
ピ
ー
、
提
出
前
の
今
年
度
分
は
、
手

元
に
あ
り
ま
す
の
で
い
つ
で
も
見
て
い

た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
黒
部
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
全
体
の
政
務
活
動
費
支
出

状
況
一
覧
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
詳

細
に
つ
い
て
は
、
議
会
事
務
局
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
加
え
て
、
黒
部

市
の
報
酬
に
つ
い
て
一
か
月
叩
7
0
′

0
0
0
円
。
そ
の
う
ち
源
泉
所
得
税
は

7
2
′

M
O
O
円
。
詳
細
に
つ
い
て
は

黒
部
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費

用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
を
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
。

以
上
、
大
変
厳
し
い
財
政
で
す
が
、

新
人
議
員
だ
か
ら
何
も
知
ら
な
い
分

か
ら
な
い
と
一
言
え
な
い
の
で
、
市
民

か
ら
負
託
を
い
た
だ
い
た
任
期
あ
と
2

年
、
し
っ
か
り
勉
強
し
て
黒
部
市
の
住

民
福
祉
向
上
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

成
川
正
幸



平
成
2
 
8
年
6
月
議
会

1
“
「
ひ
き
こ
も
り
」
施
策
に
つ
い
て

①
市
内
小
中
学
校
に
お
い
て
現
在
、
不
登

校
に
な
っ
て
い
る
児
童
生
徒
数
と
対
応
に

つ
い
て
ど
う
か
。

(
答
弁
)

昨
年
度
末
時
点
で
昨
年
度
は
小
学
校
2

名
、
中
学
校
2
4
名
。
今
年
度
は
、
5
月
末

時
点
で
小
学
校
0
名
、
中
学
校
8
名
。

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
指
導
員
や
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
と
の
面
談
、
適
応
指
導
教
室

ほ
っ
と
ス
ペ
ー
ス
に
通
う
子
ど
も
た
ち
へ

の
学
習
"
生
活
指
導
、
担
任
の
継
続
的
な

家
庭
訪
問
な
ど
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

②
生
活
困
窮
自
立
支
援
法
も
施
行
さ
れ
、

全
国
で
は
「
ひ
き
こ
も
り
」
実
態
調
査
を

行
う
自
治
体
が
で
て
き
た
が
、
本
市
も
実

施
し
て
は
ど
う
か
。

(
答
弁
)

市
と
し
て
の
「
ひ
き
こ
も
り
実
態
」
の

把
握
は
必
要
。
県
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

③
「
ひ
き
こ
も
り
」
が
本
市
の
課
題
の
一

つ
だ
と
い
う
認
識
の
下
、
計
画
を
策
定
で

き
な
い
か
。

(
答
弁
)

次
期
計
画
策
定
に
お
い
て
は
、
正
し
く

理
解
で
き
る
よ
う
普
及
啓
発
を
行
い
、
関

係
部
薯
と
連
携
し
な
か
ら
、
精
神
保
健
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

①
本
市
の
対
外
的
な
認
知
度
、
魅
力
度
、

移
住
意
欲
度
な
ど
の
総
合
的
な
ま
ち
の
ブ

ラ
ン
ド
カ
の
現
状
に
つ
い
て
。

(
答
弁
)

「
魅
力
度
」
と
い
う
側
面
に
お
い
て
は
、

全
国
的
に
は
、
「
行
っ
て
み
た
い
」
と
評

価
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、
そ
れ
も
「
黒

部
ダ
ム
」
な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
が
先
行
し
た

も
の
で
あ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
と
思
わ

れ
る
。

極
め
て
高
い
「
黒
部
」
の
「
認
知
度
」

を
最
大
限
に
活
用
し
、
さ
ら
に
は
「
居
住

意
欲
」
に
結
び
付
け
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、

「
総
合
的
な
ま
ち
の
ブ
ラ
ン
ド
カ
」
が
高

ま
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。

2
“
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
施
策
に
つ
い
て

②
平
成
2
 
8
年
度
予
算
説
明
資
料
の
中
に
お

い
て
、
平
成
2
 
3
年
度
か
ら
C
I
戦
略
と
併

せ
て
本
格
的
に
実
施
し
て
い
る
と
あ
る
。

昨
年
ま
で
の
5
年
間
で
ど
の
よ
う
な
事
を

実
施
し
て
、
そ
の
成
果
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

(
答
弁
)

「
ま
っ
す
ぐ
黒
部
」
の
C
-
デ
ザ
イ
ン

を
平
成
2
4
年
度
に
制
作
し
、
黒
部
宇
奈
月

温
泉
駅
の
開
業
を
P
R
し
て
き
た
。
ま
た
、

首
都
圏
を
中
心
に
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動

を
実
施
し
た
。

新
幹
線
開
業
後
の
主
要
観
光
地
の
入
込

者
数
は
大
幅
に
増
加
し
て
お
り
、
効
果
有

と
考
え
て
い
る
。

今
後
は
、
本
市
の
魅
力
を
最
大
限
P
R

で
き
る
よ
う
、
新
し
い
視
点
で
イ
ン
パ
ク

ト
の
あ
る
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
考

え
、
効
果
的
な
事
業
の
推
進
に
努
め
て
い

く
。

※
C
I
戦
略
と
は
、
企
業
イ
メ
ー
ジ
の
統
一

と
社
内
の
意
識
改
革
を
目
的
と
し
て
′

企
業

の
理
念
′

行
動
表
現
に
二
異
性
を
持
た
せ
る

た
め
の
卜
-
タ
ル
な
活
動
計
画
。

③
大
自
然
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

文
化
・
交
流

の
ま
ち

黒
部
」
を
ど
う
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る

の
か
、
今
後
、
本
市
を
正
確
に
伝
え
る
た
め
に
、

分
か
り
や
す
く
統
一
的
な
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

(
答
弁
)

次
期
総
合
振
興
計
画
の
将
来
都
市
像
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
の
黒
部
市
の
目
指

す
べ
き
姿
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
、
崇
高
な

も
の
と
な
る
よ
う
、
現
行
フ
レ
ー
ズ
の
承

認
も
含
め
て
検
討
し
た
い
。

ゴ
.
「
食
品
ロ
ス
」
施
策
に
つ
い
て

①
本
市
に
お
い
て
ゴ
ミ
。
一
般
"
事
業
系

ご
み
の
現
状
"
推
移
は
ど
う
か
。
ま
た
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

(
答
弁
)

排
出
量
は
家
庭
"
事
業
共
に
微
増
の
傾

向
に
あ
り
、
減
量
化
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

②
食
品
ロ
ス
削
減
の
た
め
の
3
0
・
4
0

運
動
な
ど
の
啓
発
運
動
を
進
め
て
は
ど
う

か
。

(
答
弁
)

現
在
、
市
単
独
で
の
食
品
ロ
ス
削
減
の

削
減
の
た
め
の
啓
発
運
動
は
行
っ
て
い
な

い
。
今
後
は
、
県
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

啓
発
運
動
を
推
進
し
て
い
く
。

③
フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業
運
営
、
ま
た
は
、

フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業
支
援
を
検
討
し
て
は

ど
う
か
。

(
答
弁
)

企
業
等
か
ら
無
償
で
提
供
さ
れ
る
販
売

期
限
切
れ
等
の
い
わ
ゆ
る
食
品
ロ
ス
に
あ

た
る
食
品
を
、
食
べ
物
を
必
要
と
し
て
い

る
団
体
に
提
供
す
る
い
わ
ゆ
る
フ
ー
ド
バ

ン
ク
事
業
の
運
営
や
支
援
に
つ
い
て
は
、

そ
の
中
の
一
つ
と
し
て
慎
重
に
検
討
し
て

い
き
た
い
。

④
「
食
品
ロ
ス
削
減
」
の
具
体
的
な
取
り

組
み
を
市
の
計
画
に
盛
り
込
ん
で
は
ど
う

か
。

(
答
弁
)

現
在
本
市
で
は
、
特
筆
す
べ
き
「
食
品

ロ
ス
削
減
」
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
な
い
た
め
、
黒
部
市
一
般
廃
棄

物
処
理
基
本
計
画
に
も
食
品
ロ
ス
削
減
に

特
化
し
た
項
目
や
記
載
は
な
い
。

食
品
ロ
ス
削
減
に
関
す
る
取
り
組
み
は

こ
れ
か
ら
本
格
的
に
開
始
さ
れ
る
の
で
、

必
要
に
応
じ
て
遅
滞
な
く
諸
計
画
に
取
り

組
み
を
反
映
し
て
い
く
。



平
成
2
8
年
9
月
議
会

1
.
「
黒
部
布
陣
が
い
者
計
画

①
現
在
の
相
談
支
援
窓
口
の
現
状
と
今
後

の
取
り
組
み
は
。

(
答
弁
)

現
在
、
市
で
は
3
事
業
所
に
相
談
支
援

業
務
を
委
託
し
て
い
る
が
、
ケ
ア
プ
ラ
ン

の
作
成
等
が
で
き
る
指
定
特
定
相
談
支
援

事
業
者
は
不
足
し
て
い
る
状
況
。
今
後
、

市
内
事
業
所
に
対
し
、
相
談
支
援
事
業
者

指
定
に
向
け
働
き
か
け
、
支
援
体
制
の
充

実
を
図
っ
て
い
く
。

②
相
談
窓
口
が
わ
か
り
や
す
い
場
所
に
あ

れ
ば
、
周
知
・
啓
発
に
繋
が
る
の
で
は
。

(
答
弁
)

今
後
、
市
内
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
に
働
き
か
け
、
身
近
に
相
談
で
き
る
相

談
支
援
事
業
所
を
増
や
す
よ
う
努
め
て
い

く
。

③
障
害
者
差
別
解
消
に
向
け
て
の
取
り
組

み
状
況
は
。

(
答
弁
)

市
職
員
に
対
し
対
応
要
領
を
策
定
し
、

5
月
に
は
、
職
員
向
け
に
県
条
例
を
含
め

た
研
修
会
を
開
催
。
今
後
、
企
業
、
市
民

に
対
し
て
も
、
障
害
者
差
別
解
消
法
に
つ

い
て
の
啓
発
活
動
を
行
い
、
公
的
施
設
に

お
い
て
も
働
き
か
け
て
い
く
。

④
就
労
継
続
支
援
事
業
所
、
就
労
移
行
支

援
事
業
所
等
の
充
実
に
向
け
、
市
に
就
労

移
行
支
援
事
業
所
設
立
支
援
の
考
え
は
。

(
答
弁
)

陸
か
い
に
は
様
々
な
陸
が
い
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
二
-
ズ
に
対
応
し
て
い
く
に

は
、
市
も
含
め
、
広
域
的
な
支
援
体
制
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
新
川
地
域
に
あ
る
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
中
で
、
陸
が
い

者
自
身
に
あ
っ
た
施
設
を
利
用
で
き
る
よ

う
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
、
充
実

を
図
っ
て
い
く
。

①
本
市
の
現
状
は
ど
う
か
。

(
答
弁
)

本
市
に
お
け
る
地
籍
調
査
の
進
捗
率
は
、

2
7
“
3
%
で
、
昭
和
4
8
年
よ
り
休
止
中

だ
が
、
土
地
区
画
整
理
事
業
や
土
地
改
良

事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
事
業

が
地
籍
調
査
と
同
等
の
指
定
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
、
地
籍
調
査
の
進
捗
が

図
ら
れ
て
い
る
。

②
地
籍
調
査
が
実
施
、
未
実
施
の
メ
リ
ッ

ト
"
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

(
答
弁
)

地
籍
調
査
が
未
実
施
の
場
合
、
「
隣
地
と

の
境
界
問
題
」
、
「
相
続
や
土
地
取
引
等
に
お

い
て
、
正
確
な
位
置
が
わ
か
ら
な
い
」
、
「
登

記
簿
と
測
量
の
面
積
が
違
う
と
い
っ
た
こ
と

に
よ
り
手
続
き
に
時
間
が
か
か
っ
た
り
、

土
地
の
有
効
活
用
が
で
き
な
い
」
な
ど
。

地
籍
調
査
を
実
施
の
場
合
は
、
「
土
地
ト

ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
止
す
る
」
、
「
災
害
復

旧
作
業
を
円
滑
に
進
め
る
こ
と
が
で
き

る
」
、
「
公
共
事
業
の
効
率
化
"
コ
ス
ト

縮
減
や
固
定
資
産
税
の
適
正
化
"
公
平

化
が
図
ら
れ
る
」
な
ど
と
い
っ
た
効
果

も
あ
る
。

③
今
後
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
地
域
で
は
、

空
き
家
増
が
想
定
さ
れ
る
が
、
そ
う
な
る

前
に
取
り
組
み
が
必
要
で
は
。

(
答
弁
)

地
権
者
が
所
在
不
明
の
場
合
、
調
査
が

頓
挫
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
防
止
す

る
た
め
に
も
、
地
権
者
が
明
確
な
う
ち
に

調
査
を
実
施
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

④
現
在
、
公
共
施
設
再
編
か
ら
固
定
資
産

台
帳
の
整
備
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
公
共

地
の
適
正
管
理
の
面
で
支
障
が
な
い
か
。

ま
た
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
上
で

問
題
に
な
ら
な
い
か
。

(
答
弁
)

固
定
資
産
台
帳
の
整
備
等
に
支
障
が
生

じ
る
こ
と
は
な
い
。

⑤
本
市
に
お
い
て
、
地
籍
調
査
が
進
ん
で

い
な
い
理
由
は
。

(
答
弁
)

市
街
地
4
3
“
2
%
、
農
用
地
9
与
8
%
、

林
地
「
。
8
%
と
本
市
の
地
籍
調
査
対
象

面
積
に
占
め
る
林
地
の
割
合
が
多
い
こ
と

が
、
進
捗
率
を
引
き
下
げ
て
い
る
要
因
と

な
っ
て
い
る
。

⑥
地
籍
調
査
が
進
ん
で
い
る
他
自
治
体
と

本
市
と
何
が
違
う
の
か
。

(
答
弁
)

林
地
の
面
積
割
合
が
進
捗
率
の
差
で
あ

る
。

⑦
地
積
調
査
の
趣
旨
、
方
法
、
メ
リ
ッ
ト
"

デ
メ
リ
ッ
ト
が
市
民
に
理
解
さ
れ
て
い
る
の

か
。
ま
た
市
民
に
周
知
方
法
は
ど
う
か
。

(
答
弁
)

市
民
の
制
度
に
対
す
る
理
解
度
は
低
い

と
認
識
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
地

籍
調
査
の
重
要
性
は
高
く
、
今
後
必
要
性

や
メ
リ
ッ
ト
を
周
知
す
る
方
法
を
検
討
し
、

町
内
や
地
区
等
の
理
解
・
協
力
が
得
ら
れ
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